







































The View of Human of Shibusawa Eiichi
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ような組織においては、自らの言葉を自らの
実行力のみで実現しようとすることは、か
えって組織の成り立ちを無視し、協働の精神
を軽視した振る舞いと受け取られる。
　渋沢が言霊を重視していたのではないかと
考える根拠は、渋沢が漢籍の中でも特に論語
を最重視する姿勢にある。論語は500章から
構成される珠玉の言辞の集合体である。渋沢
は各章の字句の一つ一つを詳細に玩味し、言
葉の深奥に隠された含蓄を読み取ろうとする。
しかし、同時代人ではない渋沢にとって、そ
の言葉が孔子やその弟子によって実行された
か否かを眼前で確認することは不可能である。
　したがって、渋沢が数多の漢籍の中から論
語に注目し、各章の短い言辞に魅了されたの
は、それらに宿る一種の言霊に惹きつけられ
たのだという説明が説得力を有する。渋沢は
言行一致を最重要と考える。それでもなお、
渋沢が善言を発する者を評価するのは、上述
のごとく善言を発する者とそれを実行する者
からなる、「協働の精神」と、言辞を大いなる
精神を読み取る「言霊」を重視する渋沢の考
え方が、言行一致の大原則を、より柔軟に解
釈せしめているからと考えられる。そして、
その点にこそ渋沢の人物評価の柔軟性が存す
るのではないかと考えられる。
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